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平成２６年２月１３日 各      位 会 社 名 株 式 会 社  ゼ ロ 代表者名 代表取締役社長 岩 下 世 志 
 （コード番号 9028 東証第二部） 問合せ先 取 締 役 北 村  竹 朗 
 （TEL．044－520－0106） 

 

業績予想の修正並びに剰余金の配当（中間配当）の決定及び 

期末配当予想の修正に関するお知らせ 

  最近の業績動向を踏まえ、平成 25 年 8 月９日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 また、本日開催の取締役会において、平成 25 年 12 月 31 日を基準日とする剰余金の配当（中間配当）を行うことを決議するとともに、期末配当予想を修正いたしましたので、併せてお知らせいたします。  記 
 １． 業績予想の修正について 
(1) 平成 26 年 6 月期通期連結業績予想の修正（平成 25 年 7 月 1 日～平成 26 年 6 月 30 日）  売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 当期純利益 前 回 発 表 予 想            （Ａ） 百万円 62,000 百万円 2,200 百万円 2,250 百万円 900 円 銭 52.65 今 回 修 正 予 想（Ｂ） 65,000 2,600 2,700 1,350 78.98 増  減  額          （Ｂ－Ａ） 3,000 400 450 450 ― 増 減 率            （％） 4.8 18.2 20.0 50.0 ― （ ご 参 考 ） 前期実績（平成 25 年６月期） 60,073 1,600 1,660 716 41.92  
(2) 修正の理由  本日公表の「平成 26 年 6 月期第 2 四半期決算短信」に記載のとおり、当第 2 四半期連結会計期間の業績は、売上高及び各利益は前年実績値を上回る結果となりました。第 3 四半期連結会計期間におきましても当社グループの主力セグメントである自動車関連事業においては、消費税増税前の駆け込み需要がありますが、消費税増税後の 4 月以降の需要動向は大幅なダウンも予想され、当社の業績に大きな影響を及ぼすものと思われます。この状況を踏まえ、通期の業績予想について見直しを行いました。  



- 2 - 

 ２． 剰余金の配当（中間配当）の決定及び期末配当予想の修正について 
(1) 剰余金の配当（中間配当）の決定内容 

 決定額 直近の配当予想 （平成 25 年 8 月 9 日公表） 前期実績 （平成 25 年６月期中間） 基 準 日 平成 25年 12月 31日 同左 平成 24年 12月 31日 
1株当たり配当金 8円  4円  4円  配当金の総額 136百万円 － 68百万円 効 力 発 生 日 平成 26年 3月 14日 － 平成 25年 3月 15日 配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 
 

(2) 期末配当予想の修正内容 年間配当金  第 2 四半期末（中間） 期末 年間 前 回 予 想 － 6 円 50 銭 10 円 50 銭 今 回 修 正 予 想 － 7 円 80 銭 15 円 80 銭 当 期 実 績 8 円   前 期 実 績 （平成 24 年 6 月期） 4 円 4 円 40 銭 ８円 40 銭 
 

(3)決定及び修正の理由 当第 2 四半期の配当（中間配当）につきましては、「平成 25 年 6 月期第 2 四半期決算短信」にて本日開示いたしました当第 2 四半期連結累計期間の業績を踏まえ、当社の利益配分の方針に従い、従来予想の 1 株当たり 4 円を変更し 8 円とさせていただきます。 また、期末配当金の予想につきましても今回の通期連結業績予想の修正を踏まえ従来予想の 1 株当たり 6 円 50 銭を変更し、７円 80 銭とさせていただきます。  (注)上記の業績及び配当予想数値は、現時点において得られた情報に基づき算出したものであり、実際の業績等は今後の様々な要因によって変動する可能性があります。 以上 


